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2020年 2月 第 68号 

東京都の江東内部河川流域連絡会の情報誌（会議録） 

会
議
の
様
子 

令和 2年 2月 21日（金） 

第 68回（第 10期第 6回） 江東内部河川流域連絡会を開催 

 
・「第 68 回（第 10 期第６回）江東内部河川流域連絡会」を、午後２ 時から４ 時 30

分まで、第五建設事務所・江東治水事務所合同庁舎４F「第六会議室」にて開催しま

した。 

・都民委員９名、行政委員８名が参加しました。 

・前回の会議内容の抜粋である『下町 Tomorrow 67 号』が事務局より提示されました。 

・議事に移り、今後の江東内部河川流域連絡会の在り方について、江東治水事務所が

「江東内部河川連絡会 概要（案）」を提示し、説明しました。 

・その後、都民委員、行政委員から情報提供が行われたあと、意見交換を行いました。 
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■江東治水事務所より、江東内部河川連絡会の概要について説明がありました。 

・次年度以降の新しい体制、検討内容などについて、墨田区、江東区、江戸川区と第五建

設及び江東治水事務所で打ち合わせを行い、「もっと広い範囲の話と活発な議論を」と

いうことで、最終的に会の名称を江東内部河川連絡会とすることになりました。 

・会の目的は、「本会は、流域の住民等、河川に関心を持ち活動している団体、区及び都

が」、ここから、「河川の維持管理や利用及び工事の情報及び意見の交換を行うことを目

的とする」としました。 

・事務局は、引き続き江東治水事務所が担当することになりました。今まで整備中心だっ

たため、維持管理等について、河川区域内の清掃、草刈り等を情報発信していきたい考

えております。 

・水面等の利用などについて、ボート、カヌー等の航行に影響する可能性のある工事につ

いて打ち合わせしていこうと考えております。 

・河川のイベント等は、情報とかを皆さんからいただいて、いろんなところに情報提供は

続けていきたいと思っております。 

・水防については、各区で用意している土のう等の水防資材の情報を提供していただき、

水防に関わる時期の前に広く都民の方に拡散させていただきたい。 

・連絡会の構成は、流域の住民、河川、環境に活動されている団体の方、行政側としては、

各区、都の職員などと考えています。都民の皆さんについては、改めて、公募という形

で募ろうかと思っています。 

・行政側の構成員ですが、今回、会を再編し、維持管理、利用に絞るということがあり、

墨田区、江東区、江戸川区、第五建設、江東治水、河川部に、維持管理を主体に人選を

お願いしようと思っています。また、環境局、下水道局、公園協会などは連絡会が必要

と認めるときにはオブザーバーでの出席をお願いする形で構成を考えております。 

・開催は、原則として、年に２回と考えております。１回目は５月から６月、２回目は 10

月から 11月としていますが、何らかの形で臨時というのも柔軟に考えております。こ

の時期が適切かどうか、意見いただければと思います。会場についても、江東治水の会

議室を会場として固定するか、あるいは、今まで通り各区で、持ち回りのほうがいいの

か、ご意見いただければと思います。 

 

 

 

議題及び情報提供 

１．江東内部河川連絡会の概要について（事務局） 
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【意見交換】 

◆ここで年に２回ということになりましたが、やる方向や方針が少し変わってきたのか、

それとも委員の問題なのか、その辺りが知りたいと思います。 

◇何かを議論するとなると準備が必要で、４カ月に１回では、なかなか厳しい気がするの

で、２回ということにさせていただいています。 

そうなると、逆に少し時間があくので、都民委員でテーマになりそうなことを事前に

いただければ、それを中心に議論する場にできればということです。 

◇隅田川の花壇で花を買って、NPO の方に植えていただいていることもやってますので、

維持管理についても考えているところです。 

◆亀戸九丁目は、旧中川に面しており、江東区にお願いしてアジサイを植えてもらってい

ます。管理は住民が行う条件でお願いされたんです。管理も雑草刈り等がだんだん大変

になってきました 

◇雑草等の維持管理は江東区でできますが、アジサイとなると、やはり手間をかけないと

立派なアジサイにならないんです。これは、地域の方がまめにやっていただくというこ

とが一番大事で、江東区に全て任せられると、あそこまでの立派なアジサイにならない

と思います。江東区もできる限りのことはさせていただきます。ただ、どういうことで

お困りかということは、ある程度、相談はさせていただきます。 

◆道具や肥料も全部いただいているので、ただ撒くだけでいいんですけど、４月頃になり

ますとアジサイの中に雑草が常に生えて大変です。 

◇雑草取りくらいでしたらご相談に乗れると思います。 

◇連絡会の開催時期ですが、仮に２回とすると、５月から６月、10月から 11月だとどう

なんでしょう。その辺はいかがでしょう。今まで大体５月から６月に１回目やって、10

月くらいに２回目、２月くらいに３回目やっていました。２回になった場合は、上半期、

下半期の頭に近いくらいに考えていますが。 

◆今の時期は欠かせないような気がします。３、４、５月というのは行事の多い時期だと

思います。 

◇事前なので、２月でなくても１月でも大丈夫なんですか。１月終わりから２月頭。で、

裏返しになると、その半年後くらい、半年先くらいで大丈夫ですか。 

◆であれば、情報は集まるんじゃないかなと。 

◇それが一番、気になっているところなんですね。そういうことであれば、先ほど言った

ように、スケジュールも少しつめていくので大丈夫です。 

◆開催場所は、個人的には固定でいいかなという気もします。順番制にすると、またそれ

も意外と慣れない部分があって大変さもあるかなという気がします。 

◇今までも順番で回していましたけど、どうしても会場が確保できなければ、江東治水事

務所で開催していました。 

◆治水事務所を基点にしてということですけど、違う地域に行けば、メトロで乗って隅田

◆都民委員 ◇行政委員 
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川の橋を渡っていくので隅田川の護岸の整備の状況が見られます。やはり他の地域に

行くと。江東区は江東区の地域状況っていうのが目に入るので、それも捨てがたいと思

います。 

固定した場所と２回あるのなら１回は順繰りに回るというのも目に触れる機会には

いいのかなと思うところあります。 

◇現場視察については、今まで 10期やってきて、この周辺だとなかなか適当な現場があ

まりありません。去年はたまたまオリンピックも関連していて現場を視察しましたが、

現場視察は、あったほうがいいですか。年に２回となると現場見て、20～30 分の意見

交換になるのかと思いますが。 

◆護岸整備もその整備状況見て、成果も見られるしいいと思いますよ。 

◇ご意見あったように、おそらく臨時に開催する時は、耐震護岸を整備している現場を見

ていただくのもいいのではと思います。 

 

 

 

（１）ふれあいボート教室／ジュニア・ローイング講座 

  

・江戸川区ボート協会の今年の活動の大枠を説明します。協会設立の目的は、河川に恵

まれてるという地域特性を生かして、ボートという水上スポーツを通して青少年の健

全育成です。タイトルに小・中学生のためのとは書いてありますけど、大人の方が単

独で来ても、受け入れ体制はできています。 

・ジュニア・ローイングのほうも、先ほどの青少年の健全育成ということで、小学校の

４年、５年くらいになると大体乗れるかなというところを目安でやっております。 

・区の教育委員会からも、野外活動の一例として一緒にやっています。細かな活動につい

ては、ホームページに随時載せてありますので、参考に活用していただければと思いま

す。 

２．各委員からの情報提供 
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（２）ここが水辺ゆうえんち／お江戸深川さくらまつり 

  

・「ここが水辺ゆうえんち」は、江戸川区と川を中心にやらせていただいており、今回で

第８回となります。「水辺ゆうえんち」というのは、ワークショップではないのですが、

みんなの意見でできた会です。パンフレットにあるようにいろいろなアクティビティ

や展示物等が集まって、遊園地化するというものです。将来的には区が一緒にできるよ

うに船を持ち出して、一大イベントになるようなプラン見据えております。 

・「お江戸深川さくらまつり」は、これもまた開催が揺れています。この日だけは和船を

持ち出して川で、皆さん静かに楽しんでいただくというのがメインです。今年から、耐

震護岸にするための工事が始まり、石積み護岸風になって、景色が変わると思います。 

 

（３）634（東京スカイツリー）のある街ってこんな街だった／ 

「隅田川怒涛」春 

  

・「634（東京スカイツリー）のある街ってこんな街だった」というのを紹介させていただ

きます。墨田区は川に囲まれた街でもありますし、明治 43年の大水で、ほとんどが浸

水したという経緯があります。スカイツリーができて８年、８年前と比べて、墨田区の

人口が 27万人になりました。新住民に対して、何か歴史を示すものはないのかという



-6- 

 

ことで依頼があり、墨田の歴史、川の歴史、水の歴史なんですが、ここで勉強したこと

を私がちょっとお話ししたいと思っています。３月１日、ユートリヤ生涯学習センター

ですが、皆さんお越しになれたら、一つお足を運んでいただければと思います。 

・「隅田川怒涛」は、４月 18 日、19 日に開催されます。東京都が主催するイベントの一

つとして行われるもので、墨田区も大いに関わっております。千住から両国辺りまで隅

田川を一つの舞台に見立てた参加型の音楽とアートのイベントです。船もチャーター

してという大規模なものです。墨田区はどんな関わりかというと、サポーターを 200名

くらい募集する予定で、桜橋の上で何かワークショップを行うとか、墨田区役所のふれ

あい広場から護岸の船着き場にかけて、ピアノ演奏等をしたいというような話もあり

ます。 

 

（４）亀九 町活動だより 

 

・町会活動だよりですが、今まで 114回出したんですが白黒だったんです。今回からカラ

ー第 1号として、この河川に関係がある「あじさいまつり」や「灯篭流し」の写真やサ

クランボ狩りの写真を載せています。初めてカラーで作ったものなので、皆さんにご覧

になっていただければと思っています。 
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（５）旧中川ポートフェスティバル 2020／第 7回江戸川区・ドラゴンボート 

レース大会（江戸川区） 

   

・「旧中川ボートフェスティバル 2020」は、水上スポーツを楽しもうということでボート

各団体の協力でやっており今回で第 18回目になります。４月 19日（日）に開催し、会

場は、都営新宿線の東大島駅から中川新橋まで約１キロの間になります。 

・内容は、ボート体験。こちらは、ローイングマシンの体験、４人乗りボートの体験等を

約 30分間かけて行っています。次にカヌー体験。こちらは、約 30分間で、同時に最大

10 名まで体験できるようになっています。次に E ボート体験。こちらは、誰でも簡単

に楽しくということで 10 人乗りのＥボートを使用して、ミニツアーのほうを約 20 分

かけて行っています。 

・「ドラゴンボートレース大会」は、今回で第７回になります。旧中川ボートフェスティ

バルと同時開催で、会場も同じようなところです。ドラゴンボートレースは、２レーン

で２艘による、200mのタイムレースとなっています。１艇につき約 20名が乗るように

なっておりまして、募集は、漕ぎ手 16名を１チームで行っています。16人に満たない

場合は職員がお手伝いして、参加できるような形になっていますので、ぜひ、ご応募い

ただければと思っています。 
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 最後にあいさつさせていただきますが、10 期の２年間、６回にわたりまして、皆さまお

忙しいところ、大変貴重な意見をいただきまして、務め上げることができました。私は１年

間しか携われませんでしたが、なかなか貴重なご意見をいただいて、仕事の上でもある程度、

反映をできただろうと思います。 

皆さんのご意見を聞いて、今後、維持管理の参考にしながら、行政としてやっていかなけ

ればいけないと思っているところでございます。来年度以降、また皆さまにぜひ、この委員

にご応募していただいて、よろしくお願いいたします。どうもありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連絡先 ：江東内部河川流域連絡会事務局（東京都江東治水事務所内部河川工事課内） 

担当 ：松尾、川上 

TEL ：０３－５８７５－１５６５  

Email-address：S0200225@section.metro.tokyo.jp 

３．座長の挨拶 


